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担当課 H28自己評価

広報、ホームページの情報満足度
(「満足している」と答えた人の割
合)

目標指標

主な事業

H31自己評価H29自己評価 H30自己評価

●情報発信充実事業
(広報みずほ、ホームページ等による情報提供の充実、情報発信に関するガイドライン策定
事業)

総
合
政
策
課

地方創生事業である「穂積駅
圏域拠点化構想策定事業」に
おいて、FaceBookにて穂積駅
を中心とした、街の情報を発

 信した。
 
市の魅力発信サイトでは、朝
日大学経営学部の畦地教授の
研究室から３０以上の記事の
提供を受け、「マンポ」、
「みずほバス」、「市の施
設」、「市の歴史」、「コ
ミュニティ」などの話題を取
り上げた。これにより前回の
アンケートよりもポイントが
前年に引き続き微増したもの
と考えられる。令和２年度も
引き続き畦地研究室と連携を
行い、学生の視点による市の
魅力発信をしていきたい。

地方創生事業である「穂積駅
圏域拠点化構想策定事業」に
おいて、FaceBookにて穂積駅
を中心とした、街の情報を発
信した。

平成２９年度に更新が停滞し
ていた市の魅力発信サイトで
は、朝日大学経営学部の畦地
教授の研究室から４２記事の
提供を受け、「マンポ」・図
書館・住⺠・歴史遺産・郷⼟
の偉人など市の魅力を取り上
げた。これにより前回のアン
ケートよりもポイントが微増
したものと考えられる。令和
元年度も引き続き畦地研究室
と連携を行い、学生の視点に
よる市の魅力発信をしていき
たい。

平成２８年度に引き続き、地
方創生事業である「穂積駅圏
域拠点化構想策定事業」にお
いて、FaceBookにて穂積駅を
中心とした、街の情報を発信
した。

市の魅力発信サイトは情報の
更新が停滞気味となり、これ
により満足度が下がったと考
えられる。平成３０年度は朝
日大学の研究室との連携をよ
り強固なものとし、市の魅力
発信サイトの記事の充実を図
りたい。さらにＰＲ動画の登
場する「マンポ」を紹介する
ことで市の独自性、魅力を広
くＰＲする。

防災メールに「イベント」枠
を設け、イベント情報のみを
必要とする方に情報が行き届
くようにしたい。

広報、ホームページ等によ
る情報発信は、他自治体の
ものを調査研究し、年々充
実した内容となってきてお
り、満足度の上昇へとつな
がった。

地方創生事業である「穂積
駅圏域拠点化構想策定事
業」においては、FaceBook
を立ち上げ、穂積駅を中心
とした、街の情報を発信し
た。

市の魅力発信サイトでは、
朝日大学生による、中山道
等の情報発信や、各種行事
の情報等を出来る限り早く
情報が伝わるように努め
た。

又、防災メールを活用した
イベント等の情報発信も
行った。

今後も市⺠が欲しい情報と
のバランスを考え、積極的
な情報発信を進めたい。

施策の内容

 施策の内容
 施策分野
 基本目標

目標値

・若い世代の市政への関心を高めるため、まちづくりや市政に関する情報を積極的に提供
する等、市⺠に伝えるべき情報と市⺠が欲しい情報とのバランスに留意しつつ、新たな情
報提供手段による発信機会を充実します。

 魅力ある情報発信
③協  働
共通目標 持続可能な都市経営のまち

 資料５  
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担当課 H28自己評価

総
合
政
策
課

市
⺠
協
働
安
全
課

目標指標

 基本目標 共通目標 持続可能な都市経営のまち
 施策分野 ③協  働
 施策の内容 市⺠の参加・参画機会の充実

施策の内容
 ・市⺠の積極的な参加・参画を促し、市⺠のアイディアや意見の反映を促進します。

・市⺠がそれぞれの立場でまちづくりに関わっていくためのステップアップの仕組みや参
加・参画の新たな手法により、若い世代でも参加しやすい環境を整備します。

主な事業
●まちづくり基本条例推進事業
(ガイドライン策定、市⺠ワークショップ、ワールドカフェ等の開催)

目標値

H30、R1年度は「JR穂積駅圏域拠点化構想推進事業」の中
で、駅周辺の自治会やまちづくりに興味がある方々、事業者
と様々な取組（ほづみ夜市、一方通行化社会実験、自治会
ワークショップ、ワイワイ会議）をとおして連携を強化して
きました。令和２年度は、この連携をより強化・発展させ、
「駅周辺の生活利便の向上やにぎわい創出などを考え、行動
できる組織（まちづくり組織）」の設立を目指します。

市⺠協働安全課ができ、「ま
ちづくり基本条例」に基づい
た市⺠参画の機会として、⼩
学校区ごとにタウンミーティ
ングを開催した。

「市⺠協働」の理解不足や
「ワークショップ」の経験不
足など、課題は多々あるが、
市⺠協働は一朝一⼣で成し得
るものではないので、地道な
積み重ねの中で、市⺠協働の
意識の醸成と市⺠協働の事業
化へ繫げていきたい。

アンケート結果でも、第１歩
としての意味は十分あったの
で、今後も改善点を見直しな
がら実施する。

昨年度に引き続き、「まちづ
くり基本条例」に基づいた市
⺠参画の機会として、⼩学校
区ごとにタウンミーティング
を開催した。

引き続き実施し、市⺠協働の
意識の醸成と市⺠協働の事業
化へ繫げていきたい。アン
ケート結果では、ワーク
ショップで話し合うことの意
義は十分理解されているの
で、今後も改善点を見直しな
がら実施する。

本田⼩校区においては、若年
層をターゲットとしたタウン
ミーティングを開催し、今
後、他校区へと拡げていきた
い。

若い世代(40歳以下)の市政への参
加・参画割合(審議会委員の40歳以
下の割合)

H29自己評価 H30自己評価 H31自己評価

地方創生事業である「穂積
駅圏域拠点化構想策定事
業」を通じて、毎週水曜日
に市⺠の自由参加のﾜｲﾜｲ会
議を開催、ＪＲ穂積駅周辺
のまちづくりについて、22
回のワークショップを実施
する他、市内の中学生15名
に参加してもらい、駅周辺
のまち歩きと構想づくり
ワークショップを開催し
た。

地域づくり組織（エリア・
マネジメント組織）に関す
るシンポジウムを朝日大学
にて開催。

「まちづくり条例推進委員
会」」の開催に到っていな
いが、まちづくりに関する
生の声を機会を多く得るこ
とができた。

「まちづくり基本条例推進委
員会」の実績が出なかった。

昨年度と同様に「ＪＲ穂積駅
圏域拠点化構想推進事業」を
通して、２８回のﾜｲﾜｲ会議を
開催。少年リーダーや朝日大
学生が参加した「魅力マップ
作成づくり」などにより、市
⺠協働の取り組みを進めた。
ﾜｲﾜｲ会議は、地域づくり組織
への成⻑を模索しており、自
己資金の回収をｽﾀｰﾄし、来年
度以降は、資金の活用や事業
運営の自立化の検討などを
行っていく。「施策の内容」
に準拠した取り組みを継続的
に取り組んでいる。















単位
H27

（基準）
H28

（実績）
H29

（実績）
H30

（実績）
R1

（実績）
R2

（見込）
R7

（目標）
R12

（目標）

人 - 0 0 66 61 70 80 130

担当課 H28自己評価

総
合
政
策
課

市
⺠
協
働
安
全
課

目標指標

 基本目標 共通目標 持続可能な都市経営のまち
 施策分野 ③協  働
 施策の内容  まちづくりの担い手育成

施策の内容

・多様な市⺠が地域社会の一員であることを意識し、地域を良くしていくために自らがで
きることを考え、活動することができるような啓発活動を実施します。
・行政組織として市⺠協働安全課を設置し、まちづくりに関するセミナーの開催や研修等
の事業を実施し、協働への意識向上を図ります。
・まちづくりの担い手と連携を進める職員に対し、まちづくり基本条例に関する研修等を
実施し協働への意識改革や能力の向上を図ります。

主な事業
●まちづくり基本条例推進事業
(まちづくり活動組織の育成、まちづくり人材バンク、まちづくり人材養成講座)
●市⺠協働安全課の設置（平成29年度事業完了）

目標値

まちづくり人材バンク登録者
(H29実績まで）

人材育成研修参加者
（H30実績から）

H29自己評価 H30自己評価 H31自己評価

地方創生事業である「穂積
駅圏域拠点化構想策定事
業」を通じて、市⺠の自由
参加のﾜｲﾜｲ会議を開催（22
回）。市内の中学生駅周辺
のまち歩きと構想づくり
ワークショップを開催。

地域づくりを市⺠と共に実
施していく地域づくり組織
（エリア・マネジメント組
織）に関するシンポジウム
も開催し、多様な形での市
⺠協働を行った。

29年度以降、地方創生事業
を通しながら、駅周辺のま
ちづくりが出来る醸成と体
制づくりを進めていく予定
であり、まちづくり担い手
の育成も図りたい。

昨年度からの「ＪＲ穂積駅圏
域拠点化構想推進事業」のﾜｲ
ﾜｲ会議を通して、まちづくり
に関しての市⺠参画を図るこ
とで、市⺠の地域づくりの環
境を設けている。今年度から
は、少年リーダー事業の参画
を募り、社会教育事業と地域
づくり・地域活性化事業との
新しい連携も行った。ﾜｲﾜｲ会
議では、穂積駅のまちづくり
を考えるとともに、都市計画
や建築規制をﾃｰﾏ設定するこ
とで、まちづくりに関する勉
強会も行い、駅周辺の将来像
づくりを進めた。

H30、R1年度は「JR穂積駅圏域拠点化構想推進事業」の中
で、駅周辺の自治会やまちづくりに興味がある方々、事業者
と様々な取組（ほづみ夜市、一方通行化社会実験、自治会
ワークショップ、ワイワイ会議）をとおして連携を強化して
きました。令和２年度は、この連携をより強化・発展させ、
「駅周辺の生活利便の向上やにぎわい創出などを考え、行動
できる組織（まちづくり組織）」の設立を目指します。

「まちづくり基本条例」に基
づき実施したタウンミーティ
ングで、人材育成研修への参
加を呼びかけた。

「地域の絆づくりを学ぼう」
と題して全４回の研修会を実
施し、延べ６６人の参加が
あった。

「まちづくり基本条例」に基
づき実施したタウンミーティ
ングで、人材育成研修への参
加を呼びかけた。

「多様な主体が関わってこそ
のまちづくり！あなたも一歩
踏み出しませんか！」と題し
て全４回の研修会を実施し、
延べ61人の参加があった。



人材育成研修のご案内 

～ あなたの中の小さな芽 「まちづくりの気持ち」を仲間と一緒に育てませんか ～ 

地域の絆づくりを学ぼう  
 先般のタウンミーティングにおきましては、ご参加いただき、また人材育成研修の受講について前向き

にご検討いただき、ありがとうございました。 

 研修の内容につきまして、具体的な調整ができましたので、改めてご案内をさせていただきます。 

 みなさんの心の中に芽生えた、地域を愛し、地域の人と人とのつながりを大切に思う温かい気持ちを、

同じ思いの仲間と一緒に、大きく育てていただくことをこの研修では目指します。 

研修内容をご確認いただき、別紙「申込書」に必要事項をご記入のうえ、お申込みください。 

研修は、第1 回から4 回までを全てご受講いただくことを基本としておりますが、ご都合により、ご

参加の難しい回がある場合は、備考にご記入ください。 
 

【研修内容】 

＜コーディネーター＞ ぎふＮＰＯセンター 理事長 野村典博 氏 

 
日時・場所 内容 

第１回 

平成３０年 ９月２０日（木） 

午後７：００～９：００ 

「地域の絆とは」 

目的：地域の絆の重要性と地域と関わることの 

必要性を認識する  

 ・中川健史氏による講演・質疑応答 

 ・講演内容の意見交換 

 ・視察先の概要説明 

瑞穂市民センター 

１階 第２会議室 

第２回 

平成３０年１０月２６日（金） 

午後１：００～５：００ 「実際の活動を見よう」 

 目的：第１回講座内容のイメージをつかむ 

 ・「ＮＰＯ法人 つむぎの森」を視察 市役所穂積庁舎 

正面玄関前 集合 

第３回 

平成３０年１１月8 日（木） 

午後１：００～３：３０ 

「様々な主体を知ろう」 

目的：どうやって地域に関わっていくかをつかむ 

 ・活動発表 

  ○自治会長 

（芥見東自治会連合会 会長 山田正行 氏） 

○社会福祉協議会委員 

（八木山ささえあいの家 清水孝子 氏） 

○地域に根差した方（土川商店 土川修平 氏） 

 ・活動実践者によるトークディスカッション 

 ・第２回・第３回の講座内容の意見交換 

瑞穂市民センター 

１階 第２会議室 

第４回 

平成３０年１２月６日（木） 

午後７：００～９：００ 
「地域づくりを考えよう」 

目的：自分にできることを見える化する 

 ・自分ができることの検討 

 ・発表 瑞穂市民センター 

１階 第２会議室 

  ※第２回の視察の移動手段は、県公用車（マイクロバス）を使用します。 

【問い合わせ】 瑞穂市役所 企画部 市民協働安全課  TEL058-327-4130 

 
この研修は、岐阜県の「地域づくり人材養成講座」を活用し、県と瑞穂市が合同で実施します。 



人材育成研修のご案内 

～ 多様な主体が関わってこそのまちづくり！あなたも一歩踏み出しませんか！ ～ 

 

 

 

 

 

 
 先般のタウンミーティングにおきましては、ご参加いただき、また人材育成研修の受講について前向き

にご検討いただき、ありがとうございました。 

 研修の内容につきまして、改めてご案内をさせていただきます。 

 みなさんの心の中に芽生えた、地域を愛し、地域の人と人とのつながりを大切に思う温かい気持ちを、

同じ思いの仲間と一緒に、大きく育てていただくことをこの研修では目指します。 

研修内容をご確認いただき、別紙「申込書」に必要事項をご記入のうえ、お申込みください。 

研修は、第1 回から4 回までを全てご受講いただくことを基本としておりますが、ご都合により、ご

参加の難しい回がある場合は、備考にご記入ください。 
 

【研修内容】 

＜コーディネーター＞ ぎふＮＰＯセンター 理事長 野村典博 氏 

 日時・場所 内容 

第１回 

令和元年 ９月１７日（火） 

午後７：００～９：００ 
「若い世代の力を地域で生かす」 

 講師：岐阜大学地域協学センター長 

    益川浩一氏 
瑞穂市総合センター 

５階 第１・２・３会議室 

第２回 

令和元年１０月 ９日（水） 

午後７：００～９：００ 
「子育て世代と地域との関わり」 

 講師：キッズスクエア瑞穂 理事長 

    椙浦良子氏 
瑞穂市総合センター 

５階 第１・２・３会議室 

第３回 

令和元年１１月２２日（金） 

午後０：１０～５：３０ 

「地域の活動を学ぶ」 

 講師 ・特定非営利活動法人 

せき・まちづくりＮＰＯぶうめらん 

・田原みらいづくり協議会 

    ・あさひ夢のまち協議会 

市役所穂積庁舎 

正面玄関前 集合 

第４回 

令和元年１２月１７日（火） 

午後７：００～９：００ 
まとめの会 

講師：ぎふＮＰＯセンター 理事長 野村典博氏 

 
瑞穂市民センター 

５階 第１・２・３会議室 

  【問い合わせ】 瑞穂市役所 企画部 市民協働安全課  TEL058-327-4130 

 

 

 

 
 

 

 

みんなで手をつなごう！  

ほら、何かが始まるから・・・ 


